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１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 7,711 26.7 1,426 29.2 1,414 28.0 920 21.0

2024年３月期中間期 6,087 16.1 1,104 △9.3 1,105 △8.5 760 △9.4

(注) 包括利益 2025年３月期中間期 920百万円( 21.0％) 2024年３月期中間期 760百万円( △9.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 51.77 51.32

2024年３月期中間期 42.80 42.42
(注）当社は、2024年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり中間純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益を算定してお
ります。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 13,510 5,145 38.1

2024年３月期 11,586 4,627 39.9

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 5,145百万円 2024年３月期 4,627百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 35.00 － 22.50 －

2025年３月期 － 22.50

2025年３月期(予想) － 22.50 45.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
2024年３月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期の１株当たり期
末配当金については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しており
ます。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,210 22.6 2,810 7.8 2,810 7.6 1,890 5.6 106.31
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 株式会社エイビス 、除外 －社（社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 17,880,000株 2024年３月期 17,878,400株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 100,192株 2024年３月期 100,192株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 17,778,474株 2024年３月期中間期 17,771,608株

（注）期末自己株式及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式を
含めております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。



ジェイリース株式会社(7187) 2025年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

1

○添付資料の目次

１．当中間決算に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………３

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………４

（１）中間連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………４

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………８

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………９

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………………10

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………………11



ジェイリース株式会社(7187) 2025年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

2

１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国の経済環境は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあり緩や

かな回復が続くことが期待されるものの、欧米における高い金利水準の継続や中国における不動産市場の停滞の継

続に伴う影響など、海外景気の下振れによる国内景気の下押しリスクや、物価上昇、中東地域をめぐる情勢、金融

資本市場の変動等の影響が残る状況となりました。

賃貸不動産業界におきましては、入居需要は底堅く、加えてオフィスやテナント等、事業用物件に対する賃料保

証の利用が増加傾向にあります。

このような環境の下、当社グループは、地域密着を基本とした顧客（不動産会社、賃貸人、賃借人）に寄り添っ

た丁寧な対応を徹底し、与信審査及び債権管理の強化によるリスクコントロールを継続するとともに、人的資本経

営に取り組んでまいりました。

また、当社は2024年４月に、ソフトウェア開発等を行う株式会社エイビスを100％子会社化し、2024年５月より連

結の範囲に含めております。

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は7,711,267千円（前年同期比26.7％増）、営業利益は1,426,833千

円（前年同期比29.2％増）、経常利益は1,414,859千円（前年同期比28.0％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

は920,479千円（前年同期比21.0％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、当中間連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、前中間連結会

計期間との比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

（保証関連事業）

売上面では、住居用賃料保証が計画を大きく上回りました。首都圏への人的戦力投入や人財育成、外部企業や

業界団体とのアライアンスなどの各種戦略が奏功し、新規取引が拡大しました。また、当社の強みである地域密

着サービスの展開を図り、2024年７月に、富山支店、滋賀支店を開設しました。事業用賃料保証は、コロナ禍・

アフターコロナの頻繁な入退去が一巡、競合他社が増加する中、売上は堅調に推移しました。

経費面では、競争激化による不動産会社向け事務手数料の増加や貸倒関連費用等が増加する中、与信審査及び

債権管理等による適切なリスクコントロールを継続するとともに、人財採用を計画通り行いました。

医療費保証業務においては、引き続き販路拡大と営業強化に取り組み、公立病院や赤十字病院などの新規取引

が拡大しました。

これらの結果、当中間連結会計期間の保証関連事業の売上高は7,161,119千円（前年同期比19.0％増）、営業利

益は1,515,781千円（前年同期比36.2％増）となりました。

（不動産関連事業）

不動産仲介・管理業務及び不動産賃貸業務においては、外国籍の方々に対するサービスを中心に展開しており、

円安の影響等により日本の不動産に対する外国人ニーズが高まり、売買仲介案件等が増加しました。また、今年

開設した東京支店においてさらなる営業強化に取り組み、通期計画達成に順調な進捗となりました。

これらの結果、当中間連結会計期間の不動産関連事業の売上高は74,362千円（前年同期比2.7％増）、営業損失

は33,327千円（前年同期は営業損失8,553千円）となりました。

（IT関連事業）

ソフトウェア開発等を行う株式会社エイビスにおいては、環境検査システムの開発販売をはじめとするITサー

ビスを展開しており、売上高、営業利益ともに計画を上回って推移いたしました。

これらの結果、当中間連結会計期間のIT関連事業の売上高は541,464千円、営業損失47,316千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末比1,924,459千円増加し13,510,880千円となり

ました。これは主に、子会社取得に伴うのれんの増加772,530千円、未収入金の増加283,552千円、現金及び預金の

増加274,351千円、収納代行立替金の増加187,891千円、繰延税金資産の増加168,265千円、未収保証料の減少

495,620千円、貸倒引当金の増加173,648千円によるものであります。
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負債につきましては、前連結会計年度末比1,406,194千円増加し8,365,557千円となりました。これは主に、長期

借入金の増加1,172,469千円、役員退職慰労引当金の増加177,935千円、買掛金の増加136,060千円、1年内返済予定

の長期借入金の増加129,994千円、前受金の増加118,081千円、短期借入金の減少410,000千円、未払金の減少

136,633千円によるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末比518,264千円増加し5,145,323千円となりました。これは主に利益剰

余金の増加518,224千円によるものであります。

これらにより、自己資本比率は前連結会計年度末比1.8ポイント減少し38.1％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比188,351千円増加し1,626,775千円とな

りました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による収入は、977,432千円（前年同期は765,111千円の収入）となりました。主な増加要因は、税金等

調整前中間純利益1,391,052千円、売上債権の減少540,993千円、貸倒引当金の増加173,648千円によるものでありま

す。主な減少要因は、法人税等の支払額519,287千円、未収入金の増加282,570千円、収納代行立替金の増加187,891

千円、未払金の減少149,788千円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による支出は、1,150,597千円（前年同期は149,624千円の支出）となりました。主な要因は、連結範囲

の変更を伴う子会社株式取得による支出828,159千円、有形固定資産の取得による支出284,583千円によるものであ

ります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による収入は、361,515千円（前年同期は297,165千円の支出）となりました。主な要因は、長期借入れ

による収入1,270,000千円、短期借入金の減少430,000千円、配当金の支払額402,255千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の業績予想につきましては、2024年５月10日付「2024年３月期 決算短信」で公表いたしました通

期の連結業績予想から変更はありません。

なお、業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,438,424 1,712,775

未収保証料 1,719,935 1,224,314

未収手数料 79,093 83,742

未収入金 259,946 543,499

代位弁済立替金 6,283,984 6,348,980

収納代行立替金 1,270,587 1,458,478

売掛金 63,913 139,223

販売用不動産 - 17,823

仕掛品 - 59,622

貯蔵品 15,073 16,206

その他 249,912 333,250

貸倒引当金 △2,007,200 △2,183,100

流動資産合計 9,373,670 9,754,817

固定資産

有形固定資産 269,737 514,145

無形固定資産

のれん - 772,530

その他 244,502 271,488

無形固定資産合計 244,502 1,044,018

投資その他の資産

繰延税金資産 1,339,413 1,507,678

その他 705,379 1,034,250

貸倒引当金 △346,281 △344,029

投資その他の資産合計 1,698,511 2,197,899

固定資産合計 2,212,750 3,756,063

資産合計 11,586,421 13,510,880
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 - 136,060

短期借入金 1,240,000 830,000

1年内返済予定の長期借入金 - 129,994

リース債務 20,865 5,121

収納代行未払金 889,270 904,495

未払金 826,853 690,220

未払法人税等 557,388 649,805

前受金 2,756,230 2,874,311

賞与引当金 191,944 206,777

その他 335,400 367,175

流動負債合計 6,817,953 6,793,962

固定負債

長期借入金 - 1,172,469

リース債務 6,184 10,301

退職給付に係る負債 - 44,923

役員退職慰労引当金 6,432 184,367

役員株式給付引当金 50,118 77,410

資産除去債務 78,194 81,763

その他 480 360

固定負債合計 141,409 1,571,595

負債合計 6,959,362 8,365,557

純資産の部

株主資本

資本金 717,708 717,734

資本剰余金 292,708 292,734

利益剰余金 3,749,189 4,267,413

自己株式 △132,362 △132,362

株主資本合計 4,627,242 5,145,518

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △184 △195

その他の包括利益累計額合計 △184 △195

純資産合計 4,627,058 5,145,323

負債純資産合計 11,586,421 13,510,880
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 6,087,224 7,711,267

売上原価 1,487,775 2,123,315

売上総利益 4,599,449 5,587,951

販売費及び一般管理費 3,494,894 4,161,118

営業利益 1,104,554 1,426,833

営業外収益

受取利息 12 283

受取配当金 10 295

受取保険金 4,860 3,966

補助金収入 510 3,976

その他 5,573 11,281

営業外収益合計 10,967 19,803

営業外費用

支払利息 7,957 11,498

匿名組合投資損失 - 13,662

その他 2,235 6,615

営業外費用合計 10,192 31,776

経常利益 1,105,329 1,414,859

特別損失

減損損失 - 23,807

その他 - 0

特別損失合計 - 23,807

税金等調整前中間純利益 1,105,329 1,391,052

法人税、住民税及び事業税 324,439 547,388

法人税等調整額 20,230 △76,815

法人税等合計 344,669 470,573

中間純利益 760,659 920,479

親会社株主に帰属する中間純利益 760,659 920,479
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 760,659 920,479

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28 △11

その他の包括利益合計 △28 △11

中間包括利益 760,631 920,468

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 760,631 920,468
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,105,329 1,391,052

減価償却費 91,263 77,774

減損損失 - 23,807

のれん償却額 - 33,588

貸倒引当金の増減額（△は減少） 64,968 173,648

受取利息及び受取配当金 △22 △578

支払利息 7,957 11,498

売上債権の増減額（△は増加） 373,102 540,993

未収入金の増減額（△は増加） 359,988 △282,570

代位弁済立替金の増減額（△は増加） △560,639 △58,182

収納代行立替金の増減額（△は増加） △213,559 △187,891

棚卸資産の増減額（△は増加） △36,740 22,471

前受金の増減額（△は減少） 126,196 24,234

未払金の増減額（△は減少） 55,720 △149,788

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,705 △1,479

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 2,821

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,225 6,935

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 32,946 27,292

収納代行未払金の増減額（△は減少） 3,709 15,224

株式交付費 633 569

その他 △160,105 △163,301

小計 1,227,267 1,508,121

利息及び配当金の受取額 22 578

利息の支払額 △8,006 △11,979

法人税等の支払額 △454,171 △519,287

営業活動によるキャッシュ・フロー 765,111 977,432

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △55,086 △284,583

無形固定資産の取得による支出 △60,817 △44,587

連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

- △828,159

その他 △33,720 6,733

投資活動によるキャッシュ・フロー △149,624 △1,150,597

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 37,000 △430,000

長期借入れによる収入 - 1,270,000

長期借入金の返済による支出 △3,336 △52,695

社債の償還による支出 - △5,000

株式の発行による支出 △381 △518

配当金の支払額 △312,697 △402,255

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △17,750 △18,015

財務活動によるキャッシュ・フロー △297,165 361,515

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 318,321 188,351

現金及び現金同等物の期首残高 1,201,061 1,438,424

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,519,382 1,626,775
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２保証関連事業 不動産関連事業 IT関連事業 計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

849,963 34,666 － 884,630 － 884,630

その他の収益 5,168,521 34,073 － 5,202,594 － 5,202,594

外部顧客への売上
高

6,018,485 68,739 － 6,087,224 － 6,087,224

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ 3,676 － 3,676 △3,676 －

計 6,018,485 72,415 － 6,090,900 △3,676 6,087,224

セグメント利益又は
損失（△）

1,113,108 △8,553 － 1,104,554 － 1,104,554

(注) １．売上高の調整額△3,676千円については、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２保証関連事業 不動産関連事業 IT関連事業 計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

1,006,635 32,011 479,826 1,518,472 － 1,518,472

その他の収益 6,154,484 38,310 － 6,192,794 － 6,192,794

外部顧客への売上
高

7,161,119 70,321 479,826 7,711,267 － 7,711,267

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ 4,040 61,638 65,679 △65,679 －

計 7,161,119 74,362 541,464 7,776,946 △65,679 7,711,267

セグメント利益又は
損失（△）

1,515,781 △33,327 △47,316 1,435,137 △8,304 1,426,833

(注) １．売上高の調整額△65,679千円については、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

2024年４月30日に株式会社エイビスの株式を取得し連結の範囲に含めたことに伴い、当中間連結会計期間において

のれんが806,118千円増加しております。なお、当該のれんの金額は、当中間連結会計期間末において取得原価の配分
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が完了していないため、暫定的な会計処理によって算定された金額であります。

（固定資産に係る重要な減損損失）

「保証関連事業」セグメントにおいて、有形固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上

額は、当中間連結会計期間において23,807千円であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、当中間連結会計期間より株式を取得し子会社化した株式会社エイビスを連結の範囲に含めたこと

に伴い、報告セグメントに「IT関連事業」を追加しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


